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表紙で紹介した平成28年4月1日付で文化財指定した3件について、 その概要を紹介します。

I 有楽町一丁目遺跡出土松平藤井家関係資料

この炎料は 「有楽町 一 丁目迎跡」の発掘調査に

よって出土した迎物のうち、譜代大名の松平藤井家

の屋敷に関する資料319点を指定しました。

この辿跡の明暦3年(1657)大火陀の下府から、

松平藤井家屋敷跡に関する迫構や迫物が多数出土し

ました。松平藤井家は、徳川家康の四代前の松平長

親を祖とし、二代信 ーは家康に仕えて多くの戦功を

あげて丹波篠山5万石などを拝領しました。調査地

は、疵長13年(1608)頃から天和3年(1683)ま

で屋敷として拝領しています。

この迎跡からは、江戸迎跡としては出土例がほと

んどない金箔瓦や装飾部材、一括性が確認できる
そる I/んらん

「揃い」の陶磁器が出土しています。これらは、絢爛な

大名屋敷の一端を知ることができる資料といえます。

■瓦（金箔瓦を含む）

迎跡からは江戸時代初期の瓦がまとまって出土

し、とくに平らに敷 きつめた瓦敷からは金箔瓦がた

くさん見つかっています。江戸辿跡でも金箔瓦の出

土例はありますが、その多くは破片で、この迎跡の

ように17世紀初頭の金箔瓦を含む瓦がまとまって出

土したことは極めてまれな事例といえます。

■ 装飾部材

側板と蓋を伴う木組の下水溝から、大形のものと

小形のものが、それぞれ 1枚ずつ出土しました。2

枚とも、良臼のヒノキ材で、表面全体には黒漆が塗

られ、絵様部分には金箔が押されていました。この

部材は、『江戸図屏風』に描かれているような寛永期

の大名屋敷を構成する建築部材の 一部で、華やかな

安土桃山風の建築物が存在していたことを示す貰料

といえます。

■ 明暦の大火罹災の陶磁器類
りいとくらん しJうし999Jよう

中国の娯徳鎖、福建・広東、酒州窯などの舶来品

のほか、肥前の磁器が出土しています。とくに呆徳

鎖磁器を多く 含んでいます。同 一 器形・同装飾の

いわゆる「揃い」のものが多数含まれているため、

この資料から揃いの皿が復元でき、また保有された

セットの状況を知ることができます。

江戸の大名屋敷は、江戸時代初期には江戸図屏風

に見られるように門や殿舎に漆や金箔を施すなど窯

華絢爛な造りが多かったですが、のち華美な屋敷の

建設は禁じられていき、明暦3年(1657)の大火に

よりその多くが焼失してしまいました。

そのため、江戸時代初期における江戸の大名屋敷

やその生活実態は依然不明な点 が多くあります。

そのような中で、この資料は、桃山風様式のなこ・ り

を残す疵長から寛永期における江戸の大名屋敷の建

築の一 端と、食膳具の実態を知ることのできる四重

な資料といえます。また、千代田区に限らず、広く

は江戸時代の歴史を考える上でも重要な資料といえ

ます。 （小杉由希子）
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有楽町一丁目迫跡出土金箔瓦

有楽町一丁目迫跡出土の揃いの磁器皿（景徳鎮窯）
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